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＜パササンバオに診療車を！＞ 

バイクに相乗りしてコミュニティ巡りをするパ

ササンバオのスタッフたち。遠い村へはレン

タカーになります。料金は毎年値上がりし、

今年は 1 日当たり 2,500 ペソ（約 6 千円）。自

前の車があれば迅速な診療が可能になり、

使わないときは賃貸しすることもできます。 

目標は50万円！ご協力下さい。（P4） 
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 住民組織 MTBCAI にゆだねられた持続可能な村の開発 

— ブラクールの首長ダトゥ・サルニ逝く（享年 71 歳） － 

 

ダ ト ゥ が 亡 く な っ た 

7 月 7 日土曜の午後、奇し

くも私は横浜 NGO 連絡会

（YNN）主催の国際フォー

ラム・分科会会場で、ブラク

ール開発の礎を築いたこ

のマノボ民族の首長の話

をさせていただいていまし

た。 

1970 年代末に、ダトゥが

レイクセブにレックス神父

（当時先住民族支援ミッシ

ョン SCM 代表）を訪ねてブ

ラクールの窮状を訴えた結果、1983 年に地域で初め

ての学校SCMブラクール小学校ができたこと、その後

もダトゥのリーダーシップのもと、植林、簡易水道建設

やアバカ栽培など、FOT（少数民族里親の会・本部山

口県）の支援を受けて生活基盤が徐々に整備されて

きた村の歩みを紹介しました。 

 

YNN から地域開発分科会の事例報告を依頼されて

ブラクールを取り上げることにしたのは、住民組織の

存 在 で す 。 こ の 組 織 は Manobo T’boli Blakul 

Community Association Inc.(MTBCAI)といいます。先

住民族組織を支える現地NGO・PFPの協力と、民族の

首長ダトゥ・サルニのリーダーシップのもとで、64 世帯

からなる MTBCAI は、学校運営やアグロフォレストリな

どの持続可能な地域開発事業を担ってきました。 

 

5 年前、FOT に代わり、当会がブラクールの学校を

支えることになった時、小学校とハイスクールの運営

に年間いくら必要か、そのうち MTBCAI は、自主財源

である授業料収入、学校敷地のアバカ収益などで

何％ぐらい支えられるのか、概算をいただきました。そ

の数字に基づき、小学校教師 5 名の給与分にあたる

年 60 万円の支援を決めました。同時に、MTBCAI が

自主財源を増やせるように、小規模アグロフォレストリ

やヤギ飼育支援を始めました。計算では、5 年が経過

した 2007 年度の当会支援は 2002 年の半分以下にな

るはずでした。しかし、PFP の助言もあり、今年の支援

額は 3 年据え置きの 42 万円です。 

 

6 月訪問時訪ねた学校農園ではバナナがたわわに

実り、ランブタンの果実も3ヵ月後には収穫の予定と聞

きました。ヤギの繁殖も成功し、すでに 16 世帯に配布

されています。シナリオどおりとはいきませんが、近い

将来の豊かな実りを確信しました。 

 

MTBCAIの自助努力は行政にも評価されており、昨

年度からハイスクール生徒授業料に政府補助がでて

います。村の産婆だったイダは、バランガイヘルスワ

ーカーに認定され、手当ももらえるようになりました。 

 

共同体の精神的リーダーが亡くなった今、私たちは、

住民組織 MTBCAI、教師たち及び PFP との連携を一

層強めながらブラクールの持続可能な開発を支えて

いきたいと思います。               （山崎）                            
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